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鑑
子
市
内
で
電
気
工
票
関

係
の
会
社
を
営
ん
で
い
た
伊

藤
憲

一
会
長
（６９
）
が
廃
パ
ラ

ス
瓶
の
処
理

。
再
商
品
化
毯

目
指
し
て
設
立
し
た
。

使
用
済
み
ガ
ラ
ス
瓶
は
通

常
、
無
色
、
茶
色
｛
そ
の
他

の
８
種
類
に
介
別

。
収
集
さ
　
だ
７

れ
る
。
無
色
と
茶
色
は
洗
浄
　
導／

後
に
再
使
用
さ
れ
た
り
、
新
　
」プ

た
な
瓶
の
原
料
に
な
っ
た
り
　
　
一

す
る
が
、
色
つ
き
瓶
は
廃
棄
　

ソ

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
色
つ
き
　
叫リ

瓶
を

「も
っ
た
い
な
い
」
と
　
守Λ

考
え
、
再
資
源
化
す
る
技
術
　
】フ

を
研
究
し
、
２
０
０
１
年
に
　
０
刀

開
発
し
た
の
が
ヅ
サ
イ
ク
ル

ガ
ラ
ス
造
絃
砂

「サ
ン
ド
ウ

ち
ぱ
の

こ

ェ
ー
プ
Ｇ
」
だ
。

破
砕
機
に
特
殊
な
加
工
を

し
て
ガ
ラ
ス
特
有
の

「切
れ

る
、
刺
さ
る
」
を
解
消
Λ
直

径
５
、げ
未
満
の
ガ
ラ
ス
砂
に

し
た
。
自
然
砂
の
代
用
品
と

ぞ

し
て
、
軟
弱
地
盤
改
良
の
パ

イ
ル
砂
の
ほ
か
、
路
床
の
埋

め
戻
し
、
贈
き

ょ
資
材
な
ど

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

０５
年
に
は
第
２
回

エ
コ
プ
ロ

ダ
ク
ツ
大
賞
で
推
進
協
議
会

会
長
賞
を
受
賞
。
現
在
、
２

沙
静
Ｕ

③
Ｏ
以
上

の
自
治

体

の
ほ

か
、
約
１
０
①
の
企
業
と
契

約
、
サ
ン
ド
ウ

ェ
ー
プ
Ｇ
の

生
産
量
は
年
間
約
６
万

ント
に

達
し
て
い
る
。

ま
た
、
金
属
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
わ
敷
料
水
の
選

別
、
圧
縮
、
梱
包
な
ど
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、
将
来
的

に
は
総
合
廃
棄
物
処
理
会

社
を
目
指
し
て
い
る
。
１６
年

に
は
成

田
市

の
成

田
工
場

に
、
１
時
間

あ

た
り
約

３０

ント
の
処
理
能
力
を
持

つ
国
内

最
大
級
の
混
合

飲
料
容
器

選
別
施
設
を
新
設
し
た
。
来

年
の
東
京
五
輪

。
パ
ラ
リ
ン

ピ

ッ
ク
に
向
け
、
さ
ら
な
る

処
理
能
力
の
改
善
を
目
指
し

て
い
る
。

東
日
本
人
震
災
を
教
訓
に

‐６
年
に
は
本
社
内
に
近
隣
住

民
も
受
け
入
れ
る
災
害
備
蓄

倉
庫
を
建
設
す
る
な
ど
、
社

会
貢
献
に
も
積
極
的
だ
。
伊

藤
会
長
は

「今
後
も
廃
棄
物

に
新
た
な
価
値
を
見
い
だ
せ

る

よ
う
努
力

し
て

い
き
た

い
」
と
、
力
強
く
語

っ
た
。

【近
藤
卓
資
】

ガ
ラ
ス
リ
ソ
ー
シ
ン
グ

本
社

。
鑑
子
市
春
日
町
７
４

０
の
１
▽
１
９
９
８
年
設
立

▽
従
業
員
７０
人

色
つ
き
瓶

咽砂

再
資
源
他

日

注
伊藤憲一会長 (左)と赤坂修社長

ー

本社敷地内に建てられた災害備蓄倉庫=銚子市で

や

拳
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